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〔
資
　
料
〕

「
大
日
本
教
育
會
」
の
法
典
論

　
　
　
　
能
勢
榮
鳳
元
良
勇
次
郎
　
意
見
書

解

題

（
明
治
二
十
五
年
）

手

塚

豊

　
明
治
二
十
五
年
、
奮
民
法
を
め
ぐ
る
法
典
論
孚
が
最
高
潮
に
逡
し
忙
頃
、
大
日
本
敦
育
會
が
「
淳
風
美
俗
」
の
立
場
か
ら
こ
の
論
争
に

ふ
か
い
關
心
を
示
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
能
勢
榮
、
元
良
勇
次
郎
爾
會
員
の
相
異
つ
沈
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
嘗
つ
て
挙
野
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

太
饗
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
暴
（
「
盟
董
睾
馨
ゑ
譲
」
蓉
時
聾
貧
號
）
器
暴
轟
係
藷
聾
、
例
へ

ぱ
星
野
通
敦
授
著
「
明
治
民
法
編
纂
史
」
及
び
「
民
法
典
論
争
史
」
、
青
山
道
夫
教
授
著
「
法
典
雫
議
と
淳
風
美
俗
」
　
（
「
日
本
家
族
制
度

の
研
究
」
所
牧
）
等
に
救
述
さ
れ
、
著
名
な
事
件
に
な
つ
て
ゐ
る
。
し
か
転
、
こ
の
意
見
書
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
「
明
法
誌
叢
」
（
明
治

二
十
五
年
九
月
號
）
が
今
日
入
手
困
難
の
江
め
か
、
そ
れ
ら
の
論
考
は
い
づ
れ
も
準
野
氏
の
紹
介
に
準
擦
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
直
接
原

文
に
も
と
づ
い
て
論
評
さ
れ
牝
も
の
は
、
僅
か
に
我
糞
榮
教
授
が
絡
職
後
稜
表
さ
れ
た
「
家
族
制
度
法
律
論
の
攣
遷
」
（
「
家
の
制
度
」
に

斯
牧
）
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
．
星
野
教
授
の
貴
重
な
勢
作
「
民
法
典
論
争
資
料
集
」
上
下
二
雛
に
も
、
こ
の
意
見
書
は
洩
れ
て
ゐ
る
。
耶

　
　
　
　
門
大
日
本
教
官
會
」
の
法
典
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
毫
力
）



　
　
　
　
『
大
欝
本
教
宮
禽
』
の
法
典
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
甕
O
）

野
氏
及
び
我
妻
氏
は
、
主
要
個
所
を
原
文
の
ま
、
引
用
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、
分
量
的
に
見
れ
ぱ
少
部
分
で
あ
り
、
殊
に
元
良
意
見
書
に
封

し
て
は
、
雨
氏
共
に
後
述
の
ご
と
く
か
な
夢
ヂ
リ
ケ
ー
ト
な
誤
讃
を
さ
れ
て
を
り
、
午
辱
氏
論
文
を
引
用
す
る
他
の
學
者
に
お
蟻
で
も
・

そ
の
ま
、
踏
襲
さ
れ
て
ゐ
る
の
ぱ
定
に
惜
し
い
。
こ
、
に
私
が
爾
意
見
書
の
全
文
を
覆
灘
、
紹
介
す
る
の
は
、
明
治
法
典
争
議
の
異
色
あ

る
費
料
を
掬
も
つ
と
も
疋
確
に
傳
へ
ゐ
た
め
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
嚇
治
二
十
年
代
の
世
論
を
沸
か
せ
鴨
法
典
争
議
が
輩
』
に
歴
史
法
學
封
自
然
法
學
の
學
読
的
抗
撃
で
あ
つ
沁
ぱ
か
り
で
な
鴫
、
。
保
守
主
義

慧
歩
毒
、
婁
建
馨
贋
養
主
嚢
畠
最
義
の
翌
と
い
姦
鵠
多
茗
ギ
事
の
相
響
奮
、
、
架
る
醤
馨

聞
の
感
催
的
封
立
を
す
ら
混
へ
た
複
雑
奪
論
争
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
夙
に
學
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
（
例
へ
ぽ
星
野
敬
授
「
毘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

法
典
論
争
史
」
『
参
照
）
，
術
し
て
、
こ
の
論
争
の
最
大
の
懲
翻
と
も
見
る
戚
き
は
、
㌔
人
事
編
民
法
を
薫
期
過
し
む
」
と
い
ふ
當
時
の
流
行

語
が
端
的
に
示
す
ご
と
も
ヤ
奮
民
法
人
事
編
を
め
ぐ
る
論
議
で
あ
つ
忙
。
延
期
論
者
ば
、
人
事
編
が
「
数
千
年
來
ノ
脅
俗
ヲ
排
シ
…
…
固

有
ノ
倫
理
ヲ
躁
鋼
ス
ル
』
．
も
の
で
あ
る
も
断
じ
、
そ
こ
に
反
擾
の
鋒
先
を
集
中
し
た
の
で
あ
る
。
穗
漬
八
束
博
士
の
論
題
「
民
法
出
で
て

忠
孝
亡
ぶ
」
は
、
か
、
る
見
解
の
集
約
的
表
現
で
あ
ら
う
。
ま
江
、
か
、
る
主
張
こ
そ
奮
慣
を
墨
守
せ
ん
と
す
る
朝
野
の
保
守
的
學
者
、

政
治
家
の
心
理
を
彊
庶
刺
戟
し
、
．
彼
等
を
b
て
ひ
た
む
き
に
延
期
論
に
か
り
た
て
忙
漂
因
で
み
ク
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
む
。
明
治
…
十
六

年
、
東
京
敬
育
學
會
が
改
組
し
、
全
國
的
規
模
を
持
つ
教
育
者
團
饅
と
し
て
嚢
足
し
鴛
大
響
本
教
育
會
が
、
ご
の
論
雫
に
積
極
的
關
心
を

云
し
た
の
も
、
、
蓋
し
問
摺
が
「
淳
風
美
俗
論
」
に
鯛
れ
忙
爲
で
あ
つ
忙
。
同
會
が
、
法
典
問
題
を
採
蔓
あ
げ
鴬
の
は
v
明
治
二
十
五
隼
六

月
、
あ
た
か
も
蒼
昆
法
延
期
案
誤
貴
衆
爾
駐
を
煙
過
し
↓
延
期
派
罵
凱
歌
が
あ
が
づ
袈
か
に
見
え
た
が
、
政
府
は
上
奏
を
購
蹉
し
、
髄
部

に
は
延
期
案
を
握
ぎ
ゆ
つ
ぶ
し
て
法
典
を
漸
行
す
べ
し
と
の
意
見
も
傳
ぺ
ら
れ
、
法
典
争
議
の
行
方
は
い
ま
だ
混
沌
鴛
る
頃
で
あ
つ
た
。

（
延
期
案
の
上
奏
裁
可
は
十
哺
月
二
十
臼
）
「
法
治
協
會
雑
誌
撃
『
第
f
司
號
（
明
治
二
＋
五
年
七
月
三
日
）
．
は
、
こ
の
事
情
を
次
の
や
う



に
報
じ
て
ゐ
る
。

　
　
倫
理
と
法
典
。
附
會
に
せ
よ
牽
彊
に
せ
よ
謎
妄
に
せ
よ
欺
鋼
に
せ
よ
得
々
と
し
て
（
蓋
し
内
心
は
素
破
抜
ぬ
が
花
な
ら
む
）
公
言
し

　
た
る
新
法
典
延
期
理
由
の
か
す
ぐ
其
の
道
ぐ
の
人
々
姐
義
理
に
も
噌
慮
ば
査
腰
討
究
せ
ざ
る
可
ら
す
去
れ
ば
に
や
大
日
本
敷
育
會

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ず

評
議
員
杉
浦
重
剛
氏
は
同
理
由
中
の
第
幅
倫
常
を
棄
る
と
の
一
項
を
議
す
る
の
案
を
同
會
に
提
出
せ
し
に
嗣
人
の
反
封
者
な
く
直
に
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

査
黍
員
を
設
く
歪
決
し
典
撰
蜜
會
長
争
塚
謎
、
蒙
次
）
の
指
名
径
髭
髪
学
同
婁
は
去
月
廿
盲
、
西
村
窒

郎
、
高
嶺
秀
夫
、
，
島
田
重
禮
“
能
勢
榮
内
山
風
行
元
、
國
府
寺
新
作
、
菊
地
熊
太
郎
、
元
良
勇
次
郎
、
杉
浦
重
剛
の
九
氏
に
委
囑
し
江

　
レ
と
、
我
輩
請
ふ
刮
目
レ
で
其
績
果
を
見
む

　
法
治
協
會
は
前
年
三
月
に
、
佛
法
系
0
明
治
法
律
學
校
關
係
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
法
典
實
施
促
進
困
臆
で
あ
つ
t
の
で
、
斯
請
㎝
、
淳

風
美
俗
論
」
に
封
し
て
は
反
情
的
で
ぬ
り
、
從
つ
て
こ
の
一
丈
に
も
多
分
に
都
楡
的
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
次
に
こ
の
「
新
法
典
倫
理
關
係
取
調
委
員
會
」
の
次
第
を
「
大
日
本
教
育
會
雑
誌
」
明
治
二
十
五
年
八
月
及
び
九
月
號
に
よ
つ
て
摘
記

し
よ
つ
。

　
七
月
一
日
艶
第
剛
何
委
員
會

　
　
禺
席
委
員
　
西
村
、
山
田
．
國
府
寺
、
島
田
、
元
良
、
杉
浦

　
　
延
期
、
断
行
雨
瀕
關
係
の
印
刷
物
を
閲
護
す
べ
き
留
決
定
。

　
七
月
十
六
β
、
第
二
同
委
員
會

　
　
出
席
委
員
　
西
村
、
能
勢
、
島
田
、
元
良
、
杉
浦

　
　
議
論
二
派
に
別
れ
決
せ
ざ
り
し
を
以
て
結
局
二
涯
各
意
見
を
草
し
て
更
に
討
議
を
謹
さ
ん
と
決
し
、
其
起
草
者
に
は
犠
濁
論
を
能
勢

　
　
　
　
【
大
日
本
教
育
會
」
の
法
典
論
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
釜
一
）



　
　
　
「
大
日
本
教
育
會
偏
の
法
典
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
彗
三
）

榮
君
、
非
犠
濁
論
を
元
良
勇
次
郎
君
櫓
當
と
決
定
。

七
月
二
十
九
日
　
第
三
同
委
員
會

　
　
出
席
委
員
　
能
勢
、
山
田
、
國
府
寺
、
島
田
、
元
良
、
杉
浦

　
　
能
勢
榮
君
、
元
良
勇
次
郎
君
の
起
草
に
か
、
る
雨
案
に
就
き
審
議
を
途
げ
ら
れ
鷺
る
が
、
遠
に
大
艦
に
於
て
能
勢
君
の
案
に
同
意
を

表
す
る
も
の
三
人
内
元
良
君
の
案
に
同
童
を
表
す
る
も
の
一
人
、
然
れ
と
も
…
－
備
心
慮
爾
案
を
熟
讃
し
て
、
各
自
に
加
除
修
正
を
施

　
し
、
再
び
討
議
せ
ん
と
の
こ
と
に
評
決
し
散
會
。

九
月
十
三
日
　
第
四
回
委
員
會

　
　
出
席
委
員
　
西
村
、
能
勢
、
國
府
寺
、
菊
地
、
島
田
、
杉
浦

　
　
前
會
に
於
て
提
呈
さ
れ
た
る
能
勢
、
元
良
二
氏
の
意
見
書
に
付
き
敦
れ
を
探
る
べ
き
や
を
評
議
に
附
し
た
る
が
、
途
に
能
勢
氏
の
犠

　
鰯
論
に
賛
成
す
る
も
の
多
数
と
な
り
、
依
τ
局
案
に
多
少
の
修
正
を
加
へ
て
之
を
委
員
會
の
意
見
と
定
め
、
弦
に
取
調
を
絡
結
し
て
報

　
告
す
る
こ
と
、
な
れ
塾
。
最
も
元
良
氏
の
非
犠
鰯
意
見
も
賛
成
者
あ
る
を
以
て
同
時
に
之
を
報
皆
す
る
都
合
な
る
由
。

　
か
く
て
翌
十
月
の
評
議
員
會
に
お
い
で
、
調
査
委
員
の
「
砥
醐
詮
」
が
可
決
き
れ
た
の
で
あ
る
が
、
（
「
大
日
本
教
育
會
年
表
」
参
照
）

前
掲
雑
誌
の
十
月
號
を
見
る
機
會
を
有
し
な
い
私
は
、
そ
の
評
議
會
の
模
様
も
、
ま
た
「
能
勢
論
に
多
少
の
修
正
を
加
ぺ
た
」
と
紫
ふ
確

定
意
見
書
の
内
容
も
、
逡
憾
な
が
ら
知
抄
得
な
い
％
け
れ
ど
も
、
元
良
、
能
勢
爾
意
見
書
だ
け
は
、
前
掲
雑
誌
九
月
號
及
び
明
法
會
の
機

關
誌
・
「
明
法
誌
叢
」
第
七
號
に
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
平
野
、
磯
妻
爾
氏
が
典
擦
と
き
れ
ね
の
は
そ
の
後
者
で
あ
り
、
私
の
紹
介
も
、
ま
た

こ
れ
に
一
も
と
づ
く
o

　
因
み
に
、
元
良
勇
次
郎
は
云
ふ
ま
守
も
な
く
営
時
の
東
京
帝
國
大
學
に
心
理
學
を
講
す
る
敏
糧
で
あ
り
、
能
勢
榮
は
米
國
パ
シ
フ
ヒ
ツ



ク
大
學
萬
身
ハ
長
野
、
“
幅
島
師
範
學
校
髭
、
文
部
書
記
官
、
東
京
高
等
女
學
校
長
等
を
歴
任
、
嘗
時
ヘ
ル
バ
ル
ト
涙
の
道
徳
主
義
を
鼓
吹

す
る
在
野
教
育
學
者
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

盗
、
颪
意
見
書
の
内
容
茎
干
槍
討
し
て
み
蔭
．
能
勢
読
は
、
全
般
的
芸
へ
讐
暴
反
藷
で
鎗
が
、
穿
の
導
は
掌

し
も
延
期
論
者
り
「
倫
常
撹
吼
論
」
に
賛
成
し
て
ゐ
な
い
。
延
期
派
の
法
律
學
者
が
鋭
く
攻
撃
し
た
準
正
（
人
事
編
輔
〇
三
條
）
及
び
母

の
親
櫨
（
伺
一
四
九
條
）
等
も
、
彼
に
從
へ
ば
「
我
國
奮
來
の
慣
例
に
蓮
背
す
る
も
の
に
非
す
」
・
露
し
て
沁
る
。
た
野
、
そ
れ
ら
を
「
法

律
に
規
定
一
す
る
こ
と
は
「
本
邦
親
族
間
の
美
風
を
放
郷
」
す
る
も
の
と
杷
憂
す
る
。
彼
は
、
わ
が
國
が
「
怯
治
國
」
で
は
な
く
「
道
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

を
以
て
治
國
の
要
具
と
爲
す
」
こ
と
を
理
惣
と
し
沈
。
故
に
民
法
の
ご
と
き
は
「
大
綱
を
掲
げ
た
簡
絡
」
な
も
の
を
豫
想
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
築
野
氏
が
「
教
刑
一
致
の
未
分
化
的
封
建
主
義
」
（
前
掲
論
文
一
二
頁
）
と
評
さ
れ
沈
斯
以
は
、
そ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
、
「
從
來
の

家
族
制
度
を
永
風
維
持
せ
ん
と
す
る
は
、
封
建
時
代
の
邊
物
を
代
議
政
艦
の
今
日
に
保
存
せ
ん
と
す
る
」
「
時
慨
を
知
ら
ざ
る
も
の
、
論
」

と
云
ふ
ご
と
く
、
彼
が
封
建
的
家
族
髄
度
維
持
論
を
、
あ
な
が
ち
固
執
し
て
ゐ
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
次
に
元
良
読
を
見
る
に
、
ま
づ
胃
頭
に
「
倫
常
に
反
す
る
」
と
し
て
論
難
さ
れ
鷲
事
項
を
九
項
目
に
別
け
、
そ
の
各
々
に
延
期
論
、
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

行
論
を
相
封
立
さ
せ
て
ゐ
る
。
節
ち
「
答
辮
」
と
あ
る
の
は
断
行
論
者
の
所
読
で
あ
り
、
元
良
自
身
の
読
で
は
な
㎞
。
干
野
氏
は
、
こ
れ

を
元
良
肩
ら
の
「
答
辮
」
と
誤
護
さ
れ
江
も
の
ら
し
い
。
從
つ
て
「
元
良
博
‡
…
：
は
延
期
論
者
の
淳
風
美
俗
論
を
、
い
ち
い
ち
、
論
駁

し
て
い
ふ
」
　
（
前
掲
論
文
輔
二
頁
）
と
さ
れ
て
、
こ
の
「
答
辮
」
を
相
営
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。
我
妻
教
授
の
元
良
読
の
紹
介
は
、
比
較

附
簡
翠
で
あ
る
が
、
．
こ
れ
ま
た
荷
様
の
誤
護
に
も
と
づ
く
こ
と
ぱ
明
ら
か
で
あ
廓
。
（
前
掲
書
一
八
二
頁
）
元
良
博
士
が
参
照
し
牝
「
延

期
論
」
並
び
に
「
答
嶽
」
は
、
そ
の
丈
章
の
構
成
が
ら
推
測
す
る
に
、
法
學
士
會
の
「
法
典
實
施
延
期
意
見
参
考
書
」
と
、
そ
れ
に
封
す

　
　
ノ
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

る
法
治
協
會
の
「
辮
妄
書
」
を
抜
奉
、
潤
色
し
お
も
の
ら
し
い
。
殊
に
柄
答
瑠
」
め
部
分
は
「
辮
妄
書
」
そ
の
ま
、
の
文
童
が
目
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
転

　
　
　
　
『
大
日
本
教
官
會
」
の
法
典
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
（
釜
訟
）



　
　
　
　
「
大
蕊
本
教
驚
禽
」
璽
の
法
典
誰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
O
　
　
　
（
歪
瞭
）

欝
氏
嬰
薪
響
れ
毒
毅
霞
、
あ
蓉
轡
塗
董
婁
し
羅
介
裏
マ
、
し
か
も
注
意
深
－
「
そ
の
見
解
（
婁

　
　
　
　
ヨ
ザ

蝕
噛
蔚
掲
辮
妄
書
）
が
．
．
…
．
莞
良
勇
次
郎
博
士
の
見
解
と
極
め
で
似
て
ぬ
る
」
　
「
偶
然
の
制
致
か
或
は
何
等
か
の
蓮
絡
が
あ
番
か
。
し
か

し
偶
磐
襲
姦
殆
ど
餐
え
雰
で
あ
つ
て
・
只
あ
關
係
零
こ
走
寳
し
得
蕊
こ
と
は
逡
憾
で
あ
ゑ
（
離
掲
書
＝

　
　
　
　
　
　
　
ド
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

頁
）
と
云
は
轟
て
ゐ
る
が
、
二
の
疑
問
は
お
σ
づ
か
ら
氷
解
す
蚤
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
元
良
博
士
自
身
の
意
見
は
凸
「
緒
論
」
の
部
分

の
乃
で
適
塑
、
全
意
見
書
の
僅
か
皿
分
の
』
位
に
す
ぎ
な
い
も
場
教
育
貞
砒
會
及
ぴ
倫
理
の
問
題
」
と
し
て
、
彼
が
批
判
の
封
象
に
選
ん

だ
の
ぱ
全
九
項
目
中
、
六
、
七
、
八
の
三
項
で
め
つ
沈
。
・
彼
に
從
へ
ば
、
そ
れ
ら
は
「
融
會
學
上
及
び
倫
理
學
上
未
定
の
間
題
」
で
あ
ρ
、

冠
期
派
の
見
解
、
断
行
派
の
「
答
藩
」
い
づ
れ
に
も
左
祖
し
な
い
。
要
す
る
に
、
人
事
編
の
「
法
文
の
鴨
め
臆
道
義
日
本
の
地
を
梯
ふ
が

如
魯
」
徽
「
有
る
可
か
ら
ざ
る
」
「
欄
断
的
確
定
」
で
あ
る
と
去
ふ
の
が
、
そ
の
結
論
で
あ
る
。

　
い
ま
、
櫨
勢
、
元
良
爾
説
の
異
同
を
見
る
に
、
相
異
つ
牝
理
由
か
ら
で
は
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
延
期
菰
の
『
倫
常
掩
蹴
論
」
を
否
定
し

て
ゐ
る
。
管
際
、
麺
期
派
の
斯
説
は
、
■
青
山
敦
授
が
詳
し
く
考
誰
さ
れ
鴨
ご
と
く
、
観
念
的
封
建
道
徳
」
の
芙
鷺
批
遷
（
前
掲
書
二

九
頁
）
に
す
ぎ
す
、
彼
等
淋
そ
れ
に
遽
随
し
な
か
つ
た
の
は
、
建
に
賢
明
で
あ
つ
鷲
と
一
琴
て
ぐ
。
こ
の
意
味
で
は
、
能
勢
設
も
所
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

「
犠
濁
諭
」
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
容
。
け
れ
ど
も
、
教
育
者
を
以
て
任
す
る
彼
等
が
．
漢
風
美
俗
の
實
質
、
家
族
制
度
倫
理
の
本
膿
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

究
明
し
て
ゐ
な
い
の
は
、
甚
だ
も
の
足
り
な
い
。
我
妻
敬
授
む
「
當
時
の
敦
育
者
自
身
も
こ
の
黙
に
關
し
確
江
る
意
見
を
有
し
な
か
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

も
の
で
あ
ろ
う
か
」
　
（
前
掲
書
一
八
三
頁
）
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

　
次
に
爾
読
の
重
要
な
相
異
鮎
は
へ
・
奮
民
法
貰
施
の
可
否
に
關
し
て
、
能
勢
読
が
積
極
的
な
法
典
忌
邊
論
を
展
開
す
る
に
反
し
、
元
良
読

が
全
く
そ
れ
を
批
判
の
将
外
に
置
き
、
費
明
を
與
へ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
杉
浦
、
菊
地
（
日
本
倶
樂
部
同
人
）
、
國
府
寺
八
乾
坤
砒
員
）
、

島
田
等
の
保
守
思
想
家
が
多
い
調
奄
委
員
會
が
元
良
論
を
斥
け
、
能
勢
論
を
「
多
少
修
距
を
加
へ
」
て
探
用
し
た
理
宙
は
、
そ
こ
に
あ
つ



た
も
の
と
恩
は
轟
る
。
彼
等
に
取
つ
て
は
、
諜
譲
な
批
判
論
よ
り
も
、
果
敢
な
道
徳
優
越
論
の
方
が
、
共
鳴
さ
れ
や
す
か
つ
忙
で
あ
ら

う
。
と
勝
時
に
、
こ
の
こ
と
は
大
日
本
教
育
會
そ
の
も
の
の
主
た
右
性
格
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
も
つ
と
も
前
述
の
ご
と
く
「
修
正
」
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

容
は
明
ら
か
で
な
b
ガ
、
親
族
關
係
を
法
律
に
規
定
す
べ
か
ち
ず
と
云
ふ
基
本
的
立
場
は
墜
ら
な
か
つ
牝
で
あ
ら
う
。

　
け
轟
ど
も
、
明
治
二
十
五
年
、
我
が
國
が
や
づ
や
く
近
代
國
家
A
吻
途
を
進
み
つ
、
あ
る
頃
、
［
法
治
國
家
」
を
否
慮
し
、
「
道
徳
治
國

蒙
〕
を
提
唱
す
る
旗
猷
と
き
は
、
．
反
動
思
想
に
立
つ
法
典
否
認
論
の
特
異
な
類
型
を
呈
示
す
る
に
と
讐
ま
り
－
法
典
編
纂
に
封
し
て
は
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ロ

等
の
影
蓼
を
も
、
も
網
ら
し
得
な
か
つ
忙
と
誘
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
附
記
　
大
日
本
教
育
會
雑
鴇
は
東
大
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
藏
書
を
利
用
し
沈
。
同
文
庫
西
田
長
壽
氏
の
御
瀞
意
を
謝
す
。

　
　
　
　
　
　
法
典
と
倫
理
と
の
關
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
　
　
勢
　
　
　
　
榮

　
謹
て
新
法
典
を
閲
し
、
英
の
倫
理
と
關
係
す
る
黙
を
按
す
る
に
、
或
論
者
の
謂
へ
る
如
く
、
薬
の
全
編
欧
洲
の
欄
に
蝶
り
、
其
0
國
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

脅
俗
の
同
し
か
ら
さ
る
も
の
を
生
呑
活
剥
し
て
、
裁
を
取
る
所
な
き
も
の
と
も
見
え
す
。
其
の
人
事
編
の
如
ぎ
も
阻
先
の
家
制
を
排
却

し
、
極
端
な
る
個
人
本
位
の
法
制
を
設
け
、
数
千
年
來
の
國
俗
を
郷
て
顧
み
さ
る
も
の
と
も
見
え
す
、
さ
り
と
で
新
法
典
は
極
め
て
倫
常

を
重
ん
し
、
’
我
跳
國
特
種
の
漉
養
嚢
達
を
成
せ
る
爵
脅
俗
に
一
｝
適
慮
せ
し
め
伽
る
着
と
巻
見
る
を
得
さ
る
な
り
。

　
今
其
の
二
三
を
撃
く
れ
は
、
人
事
編
第
二
十
六
條
の
定
む
る
所
の
直
系
の
親
腐
は
翅
互
に
養
料
を
給
す
る
義
務
を
負
捲
す
と
諸
ふ
事
を

推
論
す
る
と
き
は
、
家
を
去
り
た
る
父
叉
母
に
も
養
料
を
給
す
る
義
務
を
生
す
る
な
り
，
既
の
事
は
從
來
の
慣
例
に
擦
れ
は
、
或
る
場
合

養
書
舞
を
給
す
る
こ
と
笠
塾
薯
に
於
て
籍
馨
る
こ
と
豊
董
撃
譲
撃
へ
き
必
蓼
る
馨
、
之
を
給

　
　
　
　
「
大
寝
本
教
育
禽
」
の
法
典
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽
一
　
　
（
馨
竈
）



　
　
　
　
撃
大
臼
本
…
教
育
禽
」
の
法
典
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
　
（
蕊
講
出
）

せ
さ
喝
は
給
す
へ
か
ら
さ
る
事
情
あ
る
な
り
。
豫
め
之
を
規
定
せ
さ
る
か
爲
に
臨
機
慮
愛
其
の
宜
し
き
を
得
て
、
親
子
間
の
紛
孚
を
避

け
、
比
較
的
に
圓
滑
の
生
存
を
全
う
す
る
を
得
た
る
な
η
。
叉
人
事
編
第
百
三
條
庶
子
は
父
母
の
婚
姻
に
因
り
て
嫡
出
子
と
爲
す
こ
と
の

如
き
も
、
我
が
國
の
慣
例
に
擦
れ
は
、
或
は
妾
腹
の
子
、
或
は
公
然
婚
姻
を
爲
さ
す
し
て
生
め
る
子
を
嫡
子
と
爲
す
こ
と
な
り
と
難
、
之

を
正
式
の
婚
姻
を
爲
し
た
る
本
妻
の
生
め
る
子
に
比
す
れ
億
、
良
心
の
制
裁
と
杜
會
の
制
裁
と
に
封
し
て
恥
つ
る
と
こ
ろ
な
き
に
あ
ら
さ

る
な
り
。
然
る
に
今
之
を
法
律
に
規
定
し
て
公
然
之
を
認
許
す
る
と
き
は
、
蓄
妾
私
通
を
不
徳
と
せ
す
、
庶
子
、
私
生
子
を
恥
辱
と
せ
さ

る
に
至
る
も
知
る
へ
か
ら
さ
る
な
の
。

　
叉
人
事
編
第
百
四
十
九
條
親
櫨
は
父
之
を
行
ふ
、
父
死
亡
し
、
、
又
は
親
糖
を
行
ふ
能
は
さ
る
と
き
は
母
之
を
行
ふ
と
の
如
き
は
、
我
國

農
工
商
家
帥
庶
民
の
家
に
行
は
れ
た
る
蓄
慣
に
撮
り
た
る
も
の
、
如
し
、
母
の
存
否
に
拘
ら
す
、
必
後
見
人
を
撰
定
し
、
母
の
櫨
を
親
権

と
認
め
さ
塑
し
は
華
族
若
く
は
士
族
の
間
に
行
ば
れ
牝
る
例
外
た
り
し
も
の
、
如
し
。
從
來
寡
嬬
が
家
政
を
專
に
し
不
慈
不
義
の
行
跡
あ

ψ
し
事
寳
は
時
と
し
て
な
き
に
あ
ら
す
と
難
、
全
髄
寡
婦
か
其
の
子
を
敢
導
し
、
財
産
を
管
理
し
以
て
共
子
の
成
長
を
待
つ
は
最
望
む
へ

き
こ
と
に
し
て
、
我
國
女
子
教
育
の
漸
次
進
歩
す
る
に
從
ひ
、
普
通
の
能
力
を
有
す
る
女
子
漸
次
増
多
し
財
産
の
管
理
と
、
子
女
の
教
導

と
を
寡
婦
に
委
託
す
る
も
之
か
危
瞼
を
憂
ふ
る
こ
と
少
き
に
至
ら
ん
か
、
彼
の
、
父
穫
ど
敦
ひ
、
親
輔
と
豫
ふ
が
如
き
名
総
を
孚
ひ
、
從
來

の
家
族
制
度
を
永
ぐ
維
持
せ
ん
と
す
る
は
、
封
建
時
代
の
遺
物
を
代
議
政
醗
の
今
日
に
保
存
せ
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
時
世
を
知
ら
さ
る

も
の
、
論
と
曇
は
さ
る
を
得
さ
る
な
か
。

　
以
上
掲
く
る
と
こ
ろ
の
條
項
は
我
國
奮
來
の
慣
例
に
蓮
背
す
る
も
の
に
非
す
と
難
、
從
來
蓬
等
の
纂
柄
に
就
き
て
は
附
定
の
法
律
な
き

か
爲
に
吾
人
は
五
に
平
生
穿
る
と
こ
ろ
の
道
徳
心
に
訴
へ
、
肚
會
の
制
裁
に
依
ウ
て
事
を
庭
し
、
大
ひ
に
不
便
を
感
せ
さ
り
し
な
り
。
然

る
に
今
之
を
法
律
に
規
定
し
、
漸
く
爲
す
へ
し
と
命
令
す
る
と
き
は
、
民
衆
は
偏
へ
に
法
文
を
楯
と
し
、
親
子
兄
弟
夫
婦
法
廷
に
相
乎
ふ



轡
を
生
し
、
親
族
間
の
道
徳
は
漸
く
慶
頽
し
、
切
角
從
來
維
持
し
t
る
本
邦
親
族
間
の
美
風
を
放
郷
す
る
に
至
ら
ん
か
、
「
是
頗
憂
ふ
へ
き

こ
と
な
レ
。

　
財
産
取
碍
編
笛
三
百
六
十
七
條
の
夫
婦
間
の
贈
與
は
婚
姻
織
績
中
何
時
に
て
も
、
之
を
慶
雛
す
る
こ
と
を
得
へ
し
と
の
事
、
及
ひ
債
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

指
保
編
第
二
百
十
六
條
の
婦
は
夫
の
不
動
産
に
關
し
、
法
律
上
に
抵
當
を
有
す
と
の
事
等
も
、
以
上
述
ふ
る
と
こ
ろ
と
同
一
の
理
を
以
て

推
論
す
る
こ
之
を
得
へ
し
。
磯

　
，
結
論
　
民
法
の
如
き
は
彼
の
敵
洲
に
於
け
る
か
如
き
、
法
律
を
営
て
治
國
の
要
濫
と
爲
す
諸
國
に
於
て
は
實
に
一
日
も
歓
く
へ
か
ら
さ

る
も
の
に
し
て
、
國
昆
皆
之
に
擦
レ
て
日
常
の
行
爲
を
規
制
す
、
然
れ
ど
も
婦
方
に
宗
教
の
制
裁
あ
り
て
、
批
會
の
徳
義
を
維
持
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

故
に
、
、
法
律
を
以
て
悪
事
を
爲
す
限
界
と
爲
す
か
如
き
も
の
未
甚
多
か
ら
ざ
る
星
り
。
東
洋
諸
國
殊
に
我
國
は
道
徳
を
以
て
治
國
の
要
具

と
爲
す
も
の
に
し
て
、
法
治
國
に
は
非
る
な
り
。
而
し
て
國
民
周
般
宗
教
に
淡
泊
な
る
を
以
て
道
徳
の
外
に
國
民
の
行
爲
を
規
制
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

の
な
き
な
り
、
是
畏
く
も
教
育
に
關
す
る
勅
語
を
下
し
給
ひ
江
ゑ
所
以
な
る
か
、
然
る
に
今
敏
洲
の
欄
に
傲
び
民
法
を
以
て
國
民
の
行
爲

を
規
制
す
る
と
き
は
、
人
人
之
を
以
て
日
常
行
爲
の
標
準
と
爲
し
、
親
子
相
訴
へ
夫
婦
法
廷
に
箏
ひ
、
固
有
の
良
美
俗
風
輔
朝
蕩
欝
す
る

ヱ
至
る
も
知
る
へ
か
ら
す
、
吾
人
は
到
頭
徹
尾
勅
語
の
趣
旨
を
奉
戴
し
道
徳
を
以
て
日
常
行
爲
の
標
準
と
爲
し
、
以
て
幸
魑
を
享
愛
し
、

安
全
の
生
活
を
螢
ま
ん
こ
と
を
希
ふ
も
の
な
り
っ
我
か
國
を
以
て
法
治
國
と
爲
し
、
，
身
心
の
安
全
を
法
律
の
保
護
に
剛
任
す
る
か
如
豊
こ

と
を
欲
せ
さ
る
な
り
。

　
若
然
ら
ぱ
民
法
σ
實
施
は
我
か
國
の
必
要
な
き
か
、
｝
否
、
然
ら
す
、
我
か
國
の
文
物
目
進
月
歩
す
巻
に
從
ひ
、
批
會
人
事
漸
次
複
雑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

加
へ
、
・
翠
に
遣
徳
の
み
に
擦
る
こ
と
能
は
さ
る
場
合
も
漸
亥
増
蜘
す
へ
け
れ
は
、
早
晩
入
民
相
互
の
關
係
を
規
定
し
、
其
の
孚
論
を
未
繭

に
防
き
、
、
或
は
其
分
争
論
の
是
非
を
勃
定
す
る
も
の
郎
民
法
の
必
要
あ
る
へ
き
な
り
。
然
れ
と
も
目
下
我
國
民
衆
の
需
用
に
慮
す
へ
き
も

　
　
　
　
［
大
研
本
教
青
會
」
砂
法
典
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
（
嘗
毛
）



　
　
　
　
～
大
日
本
教
驚
會
」
の
法
典
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
　
み
豊
八
）

の
は
、
新
法
典
の
如
き
細
密
な
る
も
の
に
あ
ら
す
し
て
、
唯
其
の
大
綱
を
掲
け
た
る
簡
略
の
も
の
に
し
て
、
道
徳
の
範
圏
に
影
響
を
及

庶
し
、
ご
固
有
の
良
風
俗
を
壌
る
こ
と
な
く
し
て
、
悪
事
を
未
繭
に
防
き
、
是
非
を
判
定
す
る
の
要
具
た
る
も
の
な
ら
さ
る
へ
か
ら
す
、
法

典
は
國
家
百
世
の
大
事
な
り
、
輕
忽
に
之
を
實
施
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
さ
る
な
抄
。

　
　
　
　
　
　
　
新
法
典
と
倫
理
と
の
關
係
に
付
き
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
　
良
　
勇
　
次
　
郎

第
輔
、
　
（
延
期
論
）
　
帝
國
憲
法
は
國
家
主
義
に
基
き
た
る
に
拘
は
ら
す
民
法
は
個
人
主
義
な
む

　
　
（
答
辮
）
　
歴
史
上
の
順
序
を
蓉
へ
は
人
あ
ゆ
て
後
家
あ
り
家
集
り
て
部
落
里
邑
を
な
し
途
に
邦
國
の
大
團
髄
を
な
す
と
難
も
肥
に
國

　
家
あ
る
以
上
は
何
れ
の
所
に
あ
り
て
も
純
然
た
る
個
人
本
位
の
行
は
る
藁
理
あ
ら
ん
や
、
然
抄
と
難
と
も
私
法
に
於
て
は
國
家
の
制
度

　
公
法
O
機
宜
に
砥
濁
せ
さ
る
限
り
は
主
と
し
て
吾
人
各
個
の
利
害
得
喪
を
考
駿
し
之
を
習
慣
條
理
に
照
ら
し
て
規
定
す
る
も
妨
け
な

　
し
・
否
、
是
れ
私
法
に
於
け
る
堂
然
の
目
的
な
り
何
そ
之
を
個
人
主
義
と
断
言
す
る
を
得
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

．
第
二
、
　
（
延
期
論
）
　
斑
法
は
習
俗
慣
例
の
啓
襲
せ
る
も
の
な
ウ
、
然
る
に
新
法
典
は
耶
蘇
教
國
の
風
俗
を
其
儘
本
邦
に
移
さ
ん
と
す
故

　
に
之
を
實
施
す
る
は
非
君
り

　
　
（
答
箔
）
　
新
法
典
は
耶
蘇
教
國
の
風
俗
を
其
擁
用
ひ
鴬
る
に
あ
ら
す
本
邦
の
習
慣
に
依
る
な
り
、
故
に
此
に
符
合
す
る
に
非
れ
は
輔

　
　
つ
も
西
洋
の
法
を
探
用
し
た
る
こ
と
な
し

　
　
（
蓮
同
）
’
随
民
法
は
脅
慣
に
依
る
可
き
こ
と
は
共
に
幽
致
す
る
所
な
夢
、
新
法
典
は
腿
本
の
風
俗
に
灘
つ
く
や
耶
蘇
敬
國
の
嵐
俗
に
進

　
　
つ
く
や
の
事
費
に
就
て
論
者
意
見
を
異
に
す
る
な
り



第
箪
、
．
（
薙
期
論
）
新
法
典
は
財
肇
醐
す
る
規
定
を
主
も
人
事
に
關
す
窺
定
を
し
て
之
藷
合
芒
め
ん
と
企
溜
る
か
故
に
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

醤
余
讐
糞
蓼
靡
薯
蕎
墓
盤
む
毒
さ
る
に
至
砦

凄奮）

義
讐
望
於
霧
巽
魏
邊
蓼
曾
濯
葵
讐
婁
藷
叢
人
轟
蚤
箕
尤
豊
し
婁
礎

　
範
も
殿
ど
す
可
七
」

笛．

ゾ
．
莚
器
）
黄
羅
藁
響
騨
笠
故
豪
携
灌
護
㌻
遜
か
寄
か
㊧
舞
議
の
個
人
盗
繁
郊

馨
裕
養
す
威
旙
讐
鐙
す

　
バ
律
欝
〉
　
人
事
編
及
び
財
産
取
得
絹
第
十
三
章
以
下
（
相
綾
、
贈
逡
及
夫
嬬
財
産
契
約
〉
は
專
躯
本
邦
の
習
横
臓
依
る
叉
人
事
繍
第

　
ナ
し
　
し
　
　
し

七
婁
葦
線
組
笈
ひ
釜
、
壽
叢
鐵
蓬
、
議
葡
（
審
緩
蔭
賀
議
に
葦
を
撃
詮
馨

　
｛
鍵
圃
）
　
掴
人
主
義
の
取
渦
へ
か
ら
さ
る
は
共
に
圃
致
す
る
所
な
抄
、
新
法
典
は
個
人
本
位
に
依
る
や
然
ら
磯
。
る
や
の
鮎
に
就
て
艇

　
期
諭
者
微
新
法
鑑
ぼ
個
人
主
義
鯨
⑳
と
云
ひ
實
施
論
者
は
然
ら
す
と
諏
ふ

　
ゆ
ヂ
　
ぼ
　
　
　
　
ゆ

第
五
、
．
p
㌧
（
延
期
論
）
ξ
新
法
典
の
家
は
耶
蘇
敏
國
個
人
的
の
家
に
し
て
本
邦
奮
來
の
マ
法
人
と
親
倣
す
へ
き
家
に
罪
ず
、
例
べ
は
交
死
す

　
る
蒔
嫁
母
を
し
て
後
見
人
た
る
の
梅
理
を
有
せ
し
む
、
凹
昆
れ
家
を
重
し
此
を
一
法
人
と
す
る
の
寂
総
悟
蓮
せ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
ヨ
　
　
し
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
（
答
欝
）
　
父
死
廓
る
時
別
に
後
見
人
を
撰
定
す
る
は
士
分
以
上
の
風
俗
に
止
ゆ
中
等
嶽
下
に
あ
り
て
ぱ
後
見
人
を
撰
む
こ
＆
な
し
、

　
假
令
之
れ
あ
る
も
名
義
の
み
に
し
て
典
實
は
母
あ
れ
は
母
自
あ
後
兇
入
の
實
務
を
取
る
は
本
邦
の
習
償
な
り

　
　
ぜ
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
雀
辱
湊
響
餐
製
魂
茗
糞
薮
す
蕩
奮

　
　
（
延
期
論
者
潔
は
新
法
典
は
奮
家
制
に
違
ふ
と
致
ひ
（
實
施
論
者
）
は
違
は
す
と
鍛
ふ

．
嚇
素
、
莚
期
鯵
交
欝
を
親
櫨
と
穗
車
る
は
不
可
な
り
、
着
し
假
令
母
之
を
行
ふ
も
昆
れ
母
楼
に
非
す
母
か
父
に
代
妙
憲
穫
寧

　
　
　
　
「
ガ
某
破
嘗
轡
瓢
⑳
溝
典
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
“
羅
覇
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
六
　
　
（
藩
。
）

、

難
磯
凌
蔵
謬
を
溜
議
蓼
事

（籍》、

編獲人

鰹
華
毒
の
獲
農
毒
警
馨
窒
と
壕
製
撃
お
風
讐
馨
れ
薯
の
舞
し

萎
．
竈
纏
良
楼
醤
と
姻
望
を
騎
し
窺
根
器
の
鶏
撃
妻
の
關
讐
至
（
人
議
筆
篠
駁

　
楓
家
を
去
レ
鴬
港
後
匙
難
略
親
子
亙
に
養
料
の
義
湧
を
有
す
是
家
族
中
不
和
を
生
す
る
の
原
因
と
な
る
。
從
來
制
度
の
慣
擁
或
は
人
情

　
の
忍
ふ
可
か
ら
蓉
る
所
あ
み
か
如
む
と
難
も
輔
象
の
齊
理
上
家
駈
識
り
幻
る
も
の
は
假
令
ひ
親
子
た
レ
と
も
法
律
上
無
關
係
と
な
し
た

　
る
な
〃
（
答
轡
∵
摩
の
緊
の
智
錘
別
蕃
驚
控
含
黛
嚢
馨
砦
楽
蕃
來
の
覆
釜
履
婁
制
を
発
す

る
も
鼻
典
灘
穣
潅
違
尋
辱
の
蓄
蓄
せ
ん
寺
義
か
爲
験
馨
不
奮
蓼
撃
こ
と
の
あ
る
里
や
癸

人
窪
蕎
鰺
薯
肇
人
嬉
男
て
豪
舞
撃
為
の
繋
惰
え

｛
誉
｝
，
唾
笑
蟹
馨
ぢ
簑
制
蓋
ん
蓮
れ
毒
星
憲
質
な
勢

蒙
，
・
竈
瑠
ざ
糞
ψ
霧
犬
嘉
讐
士
笈
霧
一
零
條
）
窺
定
髭
る
か
如
叢
人
憲
鐘
讐
書
あ
み

馨
義
麗
暑
嚢
蒲
筆
の
風
婁
、
す
嘉
嚢
考
養
警
螢
董
び

．
葦
貯
華
鼻
鴛
書
は
大
婁
肇
肇
美
風
を
維
持
す
る
敏
育
欝
度
に
奪
罵
せ
し
む
る
奪
砂
舞
の

霧
薫
墾
磁
考
嵯
の
昧
業
薯
の
巷
警
聲
暑
か
馨
響
彗
豊
す
る
の
恐
れ
逡
薯
釜

箋
蔑
肇
盗
に
盗
す
婁
畢
見
徐
を
異
に
す
る
噂
塑

擁
嚢
欄
鴬
縷
燦
馨
蟷
に
蚤
て
婁
蟹
藩
薦
る
・
．
人
事
甥
百
．
籐
、
窺
定
蟻
曇
紅
蓼
だ
愚

　
個
人
主
義
ゆ
し
で
羅
馬
に
於
て
は
薬
鋳
要
あ
軌
鴛
る
と
難
も
家
軽
相
練
を
重
ん
す
る
本
邦
緯
適
せ
さ
る
な
タ



　
　
（
答
懲
）
　
鷹
矛
と
ぱ
妾
腹
の
子
を
指
す
に
非
す
正
式
の
婚
姻
に
原
つ
か
す
し
て
生
め
備
子
は
汎
く
之
を
臆
子
と
総
す
る
も
の
≧
す
敵

薯
し
釜
茎
然
猛
を
警
す
し
て
生
惣
の
警
學
羅
蕾
の
鴛
如
警
芝
轟
拳
鳶
す
こ
と
鰻
重
薯

塗
量
染
餐
馨
の
み
馨
茎
ぐ
穣
蓮
奮
の
墜

　
　
　
　
　
　
一
一
占
馬
ダ
　
　
　
　
　
　
　
ー
一
　
　
　
　
．
『
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
～

鶏
蓄
上
暑
綾
婚
上
毒
董
業
る
箭
摯
蕩
雷
れ
量
及
麩
、
譲
の
潔
は
藻
蒙
難
問
響
．

塾
．
．
邊
粛
魂
饗
り
と
、
壽
彙
鱒
輔
婁
憂
ひ
第
九
の
如
き
は
爾
考
妻
高
高
し
蔭
か
溜
署
滝
ぢ
ぱ
新

騰
譲
考
饗
に
戻
る
こ
と
韮
張
し
譲
携
桑
誘
蟹
に
蓼
て
難
著
る
こ
毒
着
嚢
暴
濡
題
修
、

箕
は
毒
寮
層
礫
す
蓉
2
し
て
嘉
婁
の
縣
に
關
係
茗
腰
登
、
第
叢
禽
と
斎
と
鰹
遙
と
す
る

や
蕎
鷺
笠
．
、
災
握
親
蒼
義
を
撃
る
轟
寳
關
ぎ
資
呈
三
勢
蟹
籔
育
、
霧
笈
ぴ
霧
、
蘭
憲

随
題
な
り

肇
零
る
莚
期
馨
筈
來
の
震
と
呈
箋
嬰
馨
㌻
止
蕩
を
智
慧
か
勢
、
故
に
釜
輩
茎
と
し
、
家

禦
書
天
薯
輕
4
、
義
望
錘
響
漿
す
る
奮
纂
次
璽
捨
て
嚢
吾
莚
箏
ふ
蓋
釜
誉
愛
施

馨
晃
よ
碁
讐
濫
藩
誉
の
に
し
異
答
馨
－
箏
堤
る
馨
や
薯
公
明
言
罷
は
さ
羨
釜

勇
茗
質
貞
鰹
期
馨
姦
養
傭
常
を
饒
す
至
馨
の
番
キ
羨
嬉
馨
肇
及
ひ
舞
塁
菱
縁

題
な
ウ
、
然
る
に
麺
璽
に
風
俗
慣
例
の
み
蓋
ん
し
儀
畢
可
き
者
と
然
ら
き
る
も
⑳
と
の
嘉
を
な
ざ
す
凋
當
に
父
毒

を
標
準
と
し
、
’
人
梼
忍
ひ
難
き
迄
も
家
観
を
重
ん
し
、
叉
民
法
中
昧
着
不
義
着
の
江
め
に
設
け
嚢
る
二
三
ケ
篠
の
爲
め
に
人
倫
を
重
ん
す

る
の
蓋
呆
編
義
ふ
垂
る
．
》
畜
誓
ぢ
、
是
桑
勢
募
髪
姦
ら
薯
お
の
肇
、
人
鰹
斯
蓉
楚
動
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

さ
る
、
も
の
に
罪
る
な
ク
吾
人
元
よ
勢
修
疋
論
及
ひ
實
施
論
を
是
非
す
る
に
非
す
、
或
は
修
正
し
て
既
新
法
典
に
比
し
て
樹
ほ
善
良
な
る

　
　
　
　
「
大
β
本
敏
轡
禽
ト
Φ
法
典
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
（
三
感
）



　
　
　
　
夷
且
蜜
冑
禽
，
婁
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
　
（
璽
）

法

聖
得
襲
馨
霞
智
す
、
蜜
と
讐
も
唯
藝
農
肇
の
謹
磐
誘
響
の
斐
淫
馨
を
の
資
、
蓋
霞

沓
讐
含
振
は
芝
讐
秀
箏
箒
鶏
葦
茎
言
婆
露
め
に
食
は
鑛
的
藩
美
ひ
箋
呆
の
地
義

象
如
書
と
あ
き
る
笑
溝
窪
誓
於
て
有
る
票
き
る
こ
毎
姦
羨
資
は
倫
常
叢
撃
姦
得
穰
書
饗

昏
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）


